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A．研究目的 

本研究の目的はデジタル機器及びソーシャル・ネ

ットワーキング・サービス （SNS）の使用がメ

ンタルヘルスに与える影響を解明することであ

る。 

 

Ｂ．分担研究方法 

「デジタル機器が発する電磁波による健

康障害」に関する研究論文のレビューを

行った。 

 

C.研究結果と考察 

1 生活環境内の電磁波と健康障害  

電磁界への曝露に起因する症状は，1970

年代から報告されており、2010 年の疫

学研究によると、一般人口における有病

率は 1.5〜4％とされ、皮膚症状、神経症

状（めまい、疲労、頭痛など）、睡眠障

害、認知障害などが報告されている[1] 

(IC1)。Röösli ら(2010)の調査した 17 の

レポートの多くは携帯の基地局による電

波と病理症状について短期的には関連性

がないという結果となっているが、長期

的な関係性については十分な検証がなさ

れていない懸念がある[2] (IC2)。

G.Abdel-Rassoul ら (2007)は携帯電話基

地局の周辺にある電磁放射に暴露した

85 名の住民と 80 名の対照の健康状況を

比較した結果、暴露グループの住民では

頭痛、記憶問題、眩暈、うつ症状、睡眠

障害が多く、特に聴覚テストには対照グ

ループよりスコアが明らかに低かった

[3](ⅤC1)。Heinrich ら(2010)は、2 年

間に渡って大量の電磁界曝露による

1484 名の子供と 1508 名の青年の健康へ

の影響を調べ、頭痛や、苛立ち、集中へ

の悪影響が顕著に増加していたが、これ

らの増加は限定的な条件でのみ有意であ

り、また電磁波の線量との関連性が見ら

れなかったことから、電波による健康へ

の悪影響は偶発的に生じるものであると

の見解にとどめている[4](ⅤC1)。

別紙３                                                   
研究報告書 

 
 

 
  

 
           

研究分担者 満倉 靖恵 
慶應義塾大学理工学部システムデザイン工学科・教授 

厚生労働科学研究費補助金 
障害者政策総合研究事業 分担研究報告書 

 

 
           

研究要旨：電磁波の人体への影響に関しては、１９８０年代から多数の研究があり、基地局からの大量暴露、携帯電話
の通話時間、基礎実験などの手法が用いられて、神経生理、睡眠、気分、精神神経への影響が検証されている。臨床的
にはおおむね影響は最小限であるが、一部の研究と基礎実験では気分や睡眠への悪影響、核酸や蛋白発現への影響が報
告されている。最近の研究で注目すべきは WiFi 暴露の影響で、今のところ有害事象は報告されていない。暴露する電磁
波は多様化と増大化しつつあり、引き続き検証が必要である。 

「デジタル機器及びソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）の使用がメンタルヘルスに与
える影響の解明のための研究」 

 



- 2 - 
 

  Lowden ら(2011)は、終夜睡眠ポリグラ

フ検査を用いて、携帯電波の曝露による

睡眠への影響を調査し、睡眠ステージ 2

の時間増加、ステージ 3、４の時間減少

への影響と、睡眠時脳波のα帯域の増

加、SWS の障害を示したが、これらの

変化による被験者の自覚症状変化はなか

った[5](ⅢC1)。Mohler ら(2010)の

1375 名に対する高周波電磁界への日常

的曝露に対する研究でも、高周波電磁界

と睡眠障害や日中の眠気に関する関連性

は認められなかった[6](ⅤC2)。 

Bagheri ら(2019)は、慢性的な極低周波電磁

場への曝露が、睡眠の質、ストレス、抑う

つ、不安に及ぼす影響を調査した結果、被曝

者は非被曝者に比べて有意に睡眠の質が悪

く、うつ状態も非暴露群よりも暴露群の方が

有意に重度であったことから、電磁界曝露の

増加は、ストレス、うつ病、不安の増加と直

接かつ有意な関係があるとしている[7](Ⅴ

C1)。Redmayne ら(2013)の疫学研究では、

無線局の近くに住んでいたり、携帯電話を頻

繁に使用したりすることによる電磁波への曝

露が、うつ病のリスクを高めることが示唆さ

れたが、因果関係は不明瞭であった[8](Ⅴ

C2)。日中の電磁界曝露を測定した 8〜12 歳

のドイツの研究(2011)では、電磁界曝露量と

疲労やその他の慢性症状との間に統計的に有

意な相関は見られなかった[9](ⅤC2)。

Augner ら(2012)の研究では、737 名の被験

者に対して、電磁界と頭痛の関係性について

調査を行った結果、17 件中 8 件のケースス

タディで頭痛の報告があったが、電磁界と頭

痛の関連性は全体的にわずかであり、有意で

はなかった[10](ⅤC2)。Wiedemann ら

(2005)は、電磁界に関連する一般の人々を安

心させる予防措置目的での勧告は、逆に幸福

感を下げる場合がある事を示し、電磁界のリ

スクの認識を増幅させ、懸念を引き起こし、

人々の幸福感を損なう可能性があるとした

[11](ⅥC1)。 

Repacholi ら(1997)は、電磁界による身体

的、精神的、社会的健康被害が統計的に

有意ではないとしても、数は少なくても

自覚症状の報告がなされていれば、それ

らを無視するべきではないと述べている

[12](ⅥC1)。Li ら(2014)は、310 人の検

査員と 300 人の物流スタッフを被験者と

して、神経行動テストに対する送電線周

波数の影響の短期測定を行ったが、対照

群と比較して統計的有意差はなかった

[13](ⅢC2)。Berk ら（2006）は、地磁気

嵐活動と自殺との相関関係を検証するた

め、男性 51.845 名、女性 16. 327 名を対

象として調査した結果、女性の自殺は地

磁気活動が同時進行している期間に有意

に増加することが判明したが（P=.01）、

男性にはそのようなパターンは見られな

かった（P=0.16）ため、

EMF(electromagnetic fields)が人間の精神

に及ぼす影響について懸念が示されてい

る[14](ⅣC1)。Ahlbom ら(2001)は、電磁

界曝露の影響について、筋萎縮性側索硬

化症(ALS)、アルツハイマー病、自殺、う

つ病との関係性を調査した結果、電磁界

曝露の影響が多い電気事業の仕事が ALS

のリスクの増加に関連している可能性を

示す比較的強いデータがあり、アルツハ

イマー病は、電磁界との関連性に関する

データの組み合わせは ALS よりも弱く、

自殺は、全体的な評価として関連性の裏

付けは弱く、うつ病は、評価はより複雑



- 3 - 
 

  であるが、それでも全体的な結論的には

証拠が比較的弱いとした [15](ⅤC2)。

1996 年，Sandyk(1996)は多発性硬化症

（MS）患者の治療法として，微弱な電磁

波を３例に行い、弱い電磁波が MS 患者

の網状体の感覚運動統合の異常を回復さ

せる可能性があるとした[16](ⅤC1)。 

2 電磁波を使用した基礎実験 

Ntzouni ら（2011）は、マウスの Object 

Recognition Task (ORT)実験によって、携

帯の電波による影響と、再認記憶プロセス

の統合段階との間に強い相互作用がある可

能性を示唆し、電磁波は、ORT 記憶課題に

関与する内嗅皮質-海馬領域を結ぶ情報伝達

経路に影響を与えると述べている[17](Ⅳ

C1)。Foletti ら(2009)は、低周波電磁界

が、細胞の増殖や分化等のいくつかの細胞

機能に影響する可能性を示し[18]、他に

も、DNA 合成(2002)[19]や、RNA 転写

(1983)[20]、タンパク質発現系(1988)[21]

への影響を示す報告がある(ⅣC1)。 

3 無線周波電磁界 (RF-EMF: 

radiofrequency electromagnetic fields) 

Koivisto ら(2000)は，携帯電話から放出さ

れる 902MHz の電磁場の影響の可能性を

48 名の健常者を対象として検討した結果、

単純反応時間の短縮，アラーム課題や暗算

課題の時間が短縮されたことから，電磁場

への曝露は，脳機能のうち注意と情報操作

の部分に促進的な影響を及ぼす可能性が示

唆された[22](ⅣC1)。無線周波電磁界のも

と 10 人の若い男性参加者と 6 回の宿泊実

験泊を行った睡眠研究(2007)では、参加者

の認知機能（神経心理学的テストに基づ

く）、睡眠パラメータ、パワースペクトル、

相関次元（脳波解析の一方法）解析結果に

有意な差は見られなかった[23](ⅤC2)。

Thomas ら(2010)は，子供や青年における

無線周波（RF）電磁界(EMF)の影響を観察

し、無作為に選ばれた 1,498 人の子供と

1,524 人の青年を対象としドイツ版

Strengths and Difficulties Questionnaire

（SDQ）を用いて評価した結果、青年では

全体的な行動上の問題と関連していたが

（オッズ比 2.2，95％信頼区間 1.1〜4.5），

子供では関連していなかった（1.3，0.7〜

2.6）[24](ⅣC2)。Schoeni ら(2015)は、青

少年の記憶力が無線機器の使用、RF-

EMF、または放射線以外の関連要因によっ

て影響を受けるかどうかを調査した結果、

合計 439 名の青少年が参加し、携帯電話の

累積通話時間と，RF-EMF の脳内線量およ

び全身線量との間のカッパ係数は，それぞ

れ 0.62 と 0.67 であり，RF-EMF への曝露

が記憶能力に影響を与えるとした[25](Ⅳ

C1)。Augner の研究(2009)では、57 人の成

人参加者の幸福度と心理的状態とを測定し

た結果、GSM 基地局の信号への短期的な暴

露は、心理的覚醒を軽減することで幸福度

に影響を与える可能性があるとしている

[26](ⅤC1)。2011 年 5 月に世界保健機関

（WHO）の国際がん研究機関

（International Agency for Research on 

Cancer）は、周波数範囲 30 kHz – 300 GHz

の非電離放射線を放射する機器からの RF

放射は、グループ 2B（ヒトに発がん物質の

可能性）と判定し、がん以外にも神経疾

患、嗜癖、認知、睡眠、行動の問題への影

響が考えられると Hardell はコメントして

いる[27](ⅥC2)。 

Mandalà ら (2011)は，携帯電話の電磁波

にさらされると，術中に音響で誘発され
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  る蝸牛神経複合活動電位（CNAP）の劣化

を引き起こすという証拠を発表した

[28](ⅤC1)。しかし， Mandalà らの同様

の実験(2014)で、Bluetooth では有意な影

響はみられなかった[29](ⅤC2)。 

4 Wi-Fi  

A. Bueno-Lopez ら（2021）は，終夜の

Wi-Fi（2.45GHz）への曝露が，睡眠依存

性の記憶統合に与える影響と，それに関

連する生理学的相関を 30 人の若い男性

（平均±SD 年齢：24.1±2.9 歳）に対し

検討した結果、感情記憶と手続き記憶は

RF-EMF 曝露の影響を受けていなかった

[30](ⅤC2)。 

健康な若い男性 34 名（平均±SD 年齢：

24.1±2.9 歳）を対象に，睡眠検査を実

施した研究(2019)では、実験期間は 5 泊

で、刺激は 2.4GHz の Wi-Fi とした結

果、Wi-Fi 曝露下で観察された睡眠時脳

波の振幅のわずかな生理的変化は、睡眠

の自覚的評価にも客観的測定結果にも反

映されておらず、急性の RF-EMF 曝露

は睡眠の質にはおおむね影響を与えない

ことがわかった[31](ⅤC2)。 

 

５ まとめ 

電磁波の人体への影響に関しては、１９

８０年代から多数の研究があり、基地局

からの大量暴露、携帯電話の通話時間、

基礎実験などの手法が用いられて、神経

生理、睡眠、気分、精神神経への影響が

検証されている。臨床的にはおおむね影

響は最小限であるが、一部の研究と基礎

実験では気分や睡眠への悪影響、核酸や

蛋白発現への影響が報告されている。最

近の研究で注目すべきは WiFi 暴露の影響

で、今のところ有害事象は報告されてい

ない。暴露する電磁波は多様化と増大化

しつつあり、引き続き検証が必要であ

る。 
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